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  第一章 杯と火の関係


  



  聖書朗読：マルコ十・三五～三九、マタイ二六・二七、二八、三九、四二、ルカ二二・二〇、ヨハネ十八・十一、一コリント十・十六、十一・二六．


  



  わたしが来たのは、地上に火を投じるためです。それがすでに燃え上がっていれば！しかし、わたしにはバプテスマされるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど圧迫されることでしょう！（ルカ十二・四九、五〇、改訂標準訳、欽定訳）。


  



  新たに黙読したこれらの節により、次のことがわかると思います。すなわち、この最後の節はこれらの節をすべて集約したものであり、これらの節全体は、主の杯と地に火をまき散らすこととの間の関係を、私たちの前に示しているのです。これは、地に火をまき散らすことはこの杯から飲むことにかかっていたことを示しています。そしてそうすることにより、彼はまさに一つの法則を示して、確立されました。その法則を歴史は――消極的に、あるいは積極的に――深く、力強く、実証・証明してきました。杯のないところには、火もありませんでした。杯があるところには、常に火もありました。迫害や神の民の苦難はみな、この物語を告げます。それらにより福音が進展する結果になったのです。神の御旨のまさに核心に杯があることを、私たちは明確に認識して、はっきりと受け入れなければなりません。この杯から飲むことによってのみ、真の霊的前進・拡大が可能です。しかし、別の言い方をすると、この杯から飲むことは常に、霊的前進・増し加わり・拡大・深化という結果になります。それは常に益になります。


  見かけ上の矛盾


  さて、ここで私たちは立ち止まって、この問題に関して常に私たちの思いを混乱させる困難、根本的矛盾・混乱を片付けなければなりません。一方において、クリスチャン生活は喜びによって、平安によって、安息によって、希望によって、命によって特徴づけられていなければなりません。他方において、この同じクリスチャン生活は――これとはいささかも矛盾していませんが――苦難によって特徴づけられる可能性があるだけでなく、またそうでもなければならないのです。主イエスは、杯を取ったその時、この二つを組み合されました。「彼は杯を取って、感謝をささげられた」――彼は感謝をささげられたのです。言わば、この二つの間には何の矛盾もあってはならないのです。喜びと悲しみの組み合わせ、艱難・逆境・苦しみのただ中における安息・平安・希望に、何の矛盾もあってはならないのです。


  もしこの問題に心の中でけりをつけなければ、私たちは困難に陥るでしょう。「クリスチャン生活は一つの継続的な、絶えまない歌、喜びと活力、熱狂と陽気さであるべきであって、『不適切』で陰気な要素は何もあってはならない」と主張するようになるでしょう。もしこう思うなら、あなたはあなたの新約聖書を読み違えたのです！他方、苦難や試練、困難や逆境を、聖いクリスチャン生活の印と見なして、豊かで喜ばしく楽しいものは何でも排除せずにはいられなくなるおそれがあります。このような劣等感を抱いている人々もいます。彼らは喜びを恐れます。霊的笑いさえも恐れているのです！


  今、私たちが話しているのは天然の事柄についてではないことを、認識する必要があります。そこには、あの崇高で、素晴らしい、神聖な矛盾があるのです――苦痛や試練のただ中で「悲しんでいますが、いつも喜んで」います（二コリント六・十）。「さまざまな試練の中で」とペテロは言います。それでも、「言葉では言い尽くせない、栄光に満ちた喜びをもって歓喜しています」（一ペテロ一・六～八）。なんとかしてこれを認めなければなりません。さもないと、私たちは問題に陥るでしょう。クリスチャン生活に関する真の理解は、軽薄なものでも浅薄なものでもありません。すでに述べたように、クリスチャン生活の中心には杯があるのです。この杯を真に理解することは、何だか恐ろしいことであり、何だか滅入ることですが、永遠の悲しみではありません。


  この問題に関して自分の心の奥底に矛盾を抱える危険性は、おそらく、私たちが理解する以上に、遥かに現実的です。とても素晴らしい時を過ごしている人々と会っているとしましょう。彼らは、すべてが素晴らしいクリスチャン生活の段階の一つの中にあります――春の時期、あるいは、夏の時期にあります――彼らの空には雲一つありません。おそらくは何らかの一時的な暗闇や衰退を通っていて、苦しい時を過ごしている人を、彼らは「見下し」がちです。そして、その人たちのキリスト教は何かが間違っている、と感じがちです。他方において、もし困難な時を過ごしているのが私たちの場合、そうではない人々に対してよくよく忍耐しましょう。これらの事柄を調和させて、それらは一つのことの二つの面にすぎず、全く矛盾するものではないのかもしれないことを理解しましょう。


  主の杯


  主の杯は、教会生活にとって、また、クリスチャンである私たちの生活にとって、中心であり、基礎であることを、私たちはみな知っています。教会生活と信者の生活の両方にとって、それはまさに中心であり、まさに焦点です。神の御言葉はそれをそこに置いており、聖書はそれにその地位を与えています。それは神の民が会する中心であり、彼らの個人的・団体的生活の基礎です。しかし、その杯には、言わば二つの区分があります。これを私たちは直ちに認識しなければなりません。つまり、彼の側があり、私たちの側があるのです。先に進む前にこれを明確にすることにしましょう。


  この杯には主イエスの側があります。それから飲むことに関するかぎり、私たちはそれとは何の関係もありません。それは彼独特のものであり、彼だけのものです。ご存じのとおり、それは私たちの贖いと関係があります。それは私たちの罪と関係しており、神の怒りの下で受ける私たちの裁きと関係しています。それは死と裁きの最終的完成と関係しており、死と関係しています。また、それは罪の赦しと関係しています。「この杯は、罪の赦しのために流される、わたしの血による新しい契約です」（マタイ二六・二八、ルカ二二・二〇）。それは神の御前で私たちが義とされること、義なる方の地位につくことと関係しています。それはまさに私たちの命――「永遠の命」（一ヨハネ一・二）と関係しています。このすべてに関して、あなたと私には、それを信仰によって受け取る以外に、何の役割もありません。この杯から飲むことによって、もちろん、私たちは贖いを成し遂げるわけではありませんし、私たちのために身代わり・代表となったあの偉大な贖いの御業に、何らかの役割や地位を得るわけでもありません。それはただ彼にのみ属します。主と共にその苦難の道を歩める人はだれもいません。それは彼の道です。主と共に受ける私たちの苦難は、彼の苦難のような身代わりではありません。


  しかし次に私たちの道があります。私たちはこの杯にあずかるよう迎え入れられました。しかし、私たちの役割は別の領域にあります。それは彼のそしりにあずかることです。それは、私たちは彼の諸々の権利のために彼と共に立っているからです。主の諸々の権利は、この宇宙とこの世で、議論の的とされており、挑まれており、恐るべき攻撃の的となっています。それはまた、聖霊は主イエスの御性格に関して私たちの中で何事かをしておられるからです。ある個人の内に何かキリストに似たものが少しでも生じるやいなや、何かが勃発することを、あなたはよくご存じでしょう。敵意が生じて、事実上、「あなたはキリストに似てはならない！」と言います。目に見えない勢力は「私たちがイエスと共にいたことを知って」、私たちを死に渡すために協議します。


  イエスの御性格を嫌う何かが霊の領域の中にあることがわかります。なぜなら、それがあるところでは、罪が暴露されて罪に定められるからです。悪は善を嫌いますし、その存在に耐えられません――まさに善の存在が窮状と苦難を引き起こします。そして、まさにこれにより、まさにキリストに似た者となることにより、私たちは彼の杯に巻き込まれます。なぜなら、私たちは彼の側に付いて、大いなる敵、彼の積年の仇敵に反対しているからです。敵は、凶悪な悪意を抱いて、できるものなら、この御方に似たものやその痕跡を最後の一つに至るまで拭い去ろうと決意しています！あなたと私の目的は、キリストに似た者としてこの世界のここにいることです。それで、私たちはこれらの悪い企みの下にあるのです。これが私たちの役割です。私たちはこの世界における彼の立場に彼と共にあずかるパートナーなのです。これには彼の杯、苦難の杯から飲むことが含まれます。


  そこから私たちはこの杯にあずかり始めます。そこが私たちの立場です。私たちの救いの立場であり、私たちの贖い、私たちの義認、私たちの命の立場です。私たちはこの立場の上に立ちます。私たちはこの杯をありがたく、感謝して取ります。しかし、そうするとき、私たちはこの杯のこの面に自分自身を委ねるのです。私たちは彼の苦難のこの面に巻き込まれるようになります。それを回避すること、避けること、逃れることは決してできません。これは明確に認識して、決定的かつ慎重に、まさに最初から受け入れ、絶えず心に留めておくべきことです。


  この杯は区別を示す


  しかし、次に、この杯には別の点があります。この杯は、キリストとキリストに関係するいっさいのものの絶対的聖さと隔たりを物語るものであり、示すものなのです。一コリント十章は覚えておられるでしょう。「あなたたちは主の杯と悪鬼どもの杯の両方を飲むことはできません」（二一節）。それらを一緒にすることはできません。そうすることは、二つの領域の徹底的隔たりを認識しそこなったことのしるしです。この杯はこの隔たり、この聖さ、キリストとキリストのものであるいっさいのものとの区別を物語ります。それは、キリストとその他のすべての者との違いを、根本的・抜本的違いを示します。


  コリント人への第一の手紙はこれについて論じます。この手紙全体を通して、物事が不法に一緒くたにされていたことが示されています。その焦点は、主の食卓でそのような不法な混合がなされていたことです。これは恐ろしい手紙です。それは実際のところ、この杯という問題を中心としています。そこには区別すべきことがあること、わきまえるべき違いがあることを、使徒は指摘しようとしています。それはクリスチャン生活の程度の問題ではなく、クリスチャン生活のまさに基礎・性質に関する問題です――クリスチャンのあるべき姿と、あるべきではない姿に関する問題です。これらはこの杯によって分離されます。この杯はとても聖いものであり、とても隔たっているものであり、とても異なるものです。あなたや私がこの杯を飲むとき、私たちは他のすべての人、すなわち、主のものではないすべての人とは異なるものでなければなりません。この杯が要求する特徴があります。異なる特徴があります。異なる生活、異なる人格があります。この杯はそれを告げ知らせます。それはキリストに属さないあらゆるものに挑み、反対して立ちます。なぜなら、それはこの杯に反するからです。これは聖なることです。


  この問題で使徒があれほど強硬だったのも不思議ではありません――コリントで悲惨な悲劇的出来事が起きていたのも不思議ではありません！「このことのゆえに、あなたたちの間では多くの者が弱く、病気であり、また少なからぬ者が眠ったのです」（三〇節）――これは主の食卓をわきまえなかったことによりました。これは心を探ります。


  しかし、再び気をつけてください。この杯はサタンの立場をすべて対処して取り除くのです。サタンの立場とは、もちろん、天然の立場です。あなたの性質と私の性質――私たち自身の在りようです。これがサタンの活動の場です。この杯はそれを対処して、サタンの立場を彼から取り去ります。それは彼を追放します。ユダが出ていかなければならなかったのはこれが理由です。この杯が彼を追い出したのです。この杯がまさに意味するところにより、彼はそれに属していないことが示されました。彼は別のものに属していました。彼は去らなければなりません。彼は聖なる集団の中にあったサタンの立場であり、除き去られなければなりません。


  この杯の一体化する働き


  しかし、次にまた、この杯は主ご自身の民のための偉大な一体化の要素です。それは第一に、彼ご自身との一体化のための偉大な手段です。なぜなら、それにより私たちは共に主にあずかるからです。この杯は私たちを彼と結び付けます。それは私たちを彼のものとして、異なる者として、区別するだけでなく――象徴を用いると――まさに血縁関係と言える関係を告げ知らせます。第二に、それは主に結合されたすべての人の間に、この類の関係を確立します。この杯は主ご自身の民を一体化するものです。


  これは単純に聞こえるかもしれませんが、大きな課題を突き付けます。コリント人への第一の手紙の十章六節を再び見ることにしましょう、「私たちが祝福する祝福の杯、それはキリストの血の交わり（つまり、血にあずかること）ではありませんか？」。さて、次の章を見てください（もちろん、元の手紙ではこれは一つながりの話です）。こうあります。「第一に、あなたたちが教会の中で（または、会衆の中で）共に集まる時」「私はあなたたちの間に分裂があると聞いています。そして、幾分かそれを信じています」（十一・一八）。矛盾がわかるでしょうか？私たちはキリストにあずかっているだけでなく、共通の立場に基づいて共にあずかっているのです。それは集団的、団体的です――それは共にであり、一緒にであり、一つです。これが教会です。「さて、あなたたちが教会として共に集まる時、あなたたちの間には分裂があります」――これは矛盾であり、まさにこの杯の意義に対する違反です。


  ご存じのように、この手紙の冒頭に戻ると、使徒はこの分裂の問題に関して述べるべきことがたくさんあります。彼はしょっぱなから分裂の問題について話し始めます（一・十～十三）。「あなたたちの間に争いがあって、ある人は『私はパウロにつく』と言っています」（ここに何でも好きな名前を入れることができます）、「私はアポロにつく、私はケパにつく、と言っています」。これは党派を表しているのではないでしょうか？教会の中の党派。要点はこうです。使徒は絶えず主の食卓の問題に向かって道を進み続けて、それを頂点とします。彼は事実上言います、「このような有様である間は、あなたたちは主の食卓を事実上持つことはできません――事実上、主の食卓は不可能です――事実上不可能です――このような有様である間は！それは矛盾であり、否定であり、まがい物です。このような有様である以上、それはこの杯の意義そのものを根本的に損なうものです。事実上、あなたはそれを持つことはできません――むしろ、それはあなたを破滅と裁きに至らせるおそれがあります」。


  この杯、主のこの杯は、特に愛――御父の愛、御子の愛、御霊の愛、信者相互の愛――を物語ることがわかります。


  火には杯が必要である


  「わたしにはバプテスマされるべきバプテスマがあります……」「あなたたちはわたしが飲む杯を飲み、わたしがバプテスマされるそのバプテスマで、バプテスマされることができますか？」（マルコ十・三三）。主が実際に話されたのは、言い換えると、こういうことです、「わたしには飲むべき杯があります。そして、わたしがそれを飲むまでは、わたしが来た当の目的は果たされないままです。わたしが来たのは火を地にまき散らすためです」。この二つは共に進みます。


  私たちはおそらく後で、まき散らされたこの火を見ることになります。私たちはみな、この火をまき散らすことに大いに関心を寄せています――これを好きなように呼んでください。もしよければ、福音の進展、王国の拡大、魂の救い、証しの拡張と呼んでもかまいません。それはみな同じことであり、この火をまき散らすことです。地にキリストからのものの接触を感じさせなければなりません――燃えているもの、生きているもの、強烈なもの、地が敵わないものを打ち込まなければなりません。「わたしが来たのは地に火をまき散らすためです」。


  しかし気をつけてください――これは最初から最後までこの杯によるのであり、この杯が意味するところすべてによるのです。二コリントはこの二つのものに全くかかっていることがわかります。「キリストの苦難が私たちに満ちているように……」（一・五）。ここに杯があります。「こういうわけで、私たちはこの務めを受けているのですから……」（四・一）。務めはこの杯にかかっています。この第二の手紙は、ご存じのように、務めについての手紙です。しかし、それが私たちに満ちているキリストの苦難と共に始まることに注意してください。この火をまき散らすこと、務めを果たすこと、主の奉仕、福音の拡大――私たちがそれをどう呼ぼうと――はこの杯にかかっています。私たちの救いがこの杯にかかっているだけでなく、他のすべての面――聖なる生活、内なる分離、主のための区別――もかかっているのです。


  そして、それは私たちが彼と一つであることにかかっているだけでなく、私たちが彼にあって一つであることにもかかっています。僕の中に妨げがある間は、魂は救われません。魂の救いを求めている人々の間に分裂がある間は、魂は救われません。もし神の民を分裂させるための地位をサタンが許されているなら、働きは成長することも、拡張することも、拡大することもありません。キリスト自ら、この確立された法則を指摘しておられます。私たちはそれから逃れられません。私たちは試み、努力し、できることをなんでも行うかもしれませんが、そこには至りません。何が問題なのでしょう？問題は、どこかに罪があることです。あるいは、どこかに分裂があることです。何かが人々の周りを巡っているか、あるいは、分派をつくっているのです。もしそのような有様なら、私たちは自分自身の働きをまさに損なっているのです。


  これは団体的であることがわかります――使徒が述べていること、そして、書き送っている相手は、教会です。これらのコリント人への手紙で、彼は何度も何度も教会について述べています。「あなたたちが会衆として、教会として共に集まる時……」。この火をまき散らすための、この杯の交わりは、団体的な事柄なのです。


  私たちは自問する必要があります。私たちにはこの食卓、この杯を持つ権利があるのでしょうか？このための根拠を持っているのでしょうか？何よりもまず、私たちは自分の基礎、自分の基盤を正さなければなりません。火をまき散らしながら進み続けること、物事が栄光と力の側で成就されるのを見ることは、素晴らしいことです。たしかに、私たちはそれに夢中になることを望みます。しかし、私たちは自分の基礎を正さなければなりません。その基礎とはこの杯です。


  教会の証しと務めが損なわれるのは、往々にして、次の二つの一方あるいは両方の結果であることに疑いはありません。すなわち、そのただ中にこの杯に矛盾するものがあるか、さもなければ、この杯を避けているのです――この杯に直面しないように、苦難に巻き込まれないようにしようとしているのです。私たちは素晴らしい時を過ごし、すべてをそのようにします。しかし、杯は――ないのです。この杯に矛盾することによって証しと奉仕が損なわれるのと同じように、この杯を避けることによっても証しと奉仕は損なわれます。しかし、この杯はそこにあります。それをどけることはできません。その意義はすべて確立されています。それを取らなければなりません。


  この二人の弟子は軽率だったと思います。主が「あなたたちは自分が何を求めているか知らないのです」と言った時、主は徹底的に、恐ろしいほどに正しかったのです。「できます」と彼らは言いました。「確かに、あなたたちはそうします」。この二人の最初の人は、新約における殉教者の原型になりました。彼については、おそらく、後で考えることになるでしょう。これはとても現実的なことです。それにもかかわらず、それは福音を前進させる結果になったことがわかります。


  もしこの杯に対する私たちの姿勢が正しければ、他方が続きます。ごく自然に、ごく自発的に続きます。この杯はまき散らされた火へと至ります。火がまき散らされるにはこの杯が必要です。「彼はその杯を取って彼らに与えて言われた（中略）取って（中略）飲みなさい（中略）あなたたちはみなそれから飲みなさい」。


  この御言葉はどうあてはまるのか、どこにあてはまるのか、それは何を意味するのか、主に尋ねましょう。どうかそれを受け入れる恵みを彼が私たちに与えてくださいますように！


  



  第二章 世々にわたる戦い


  



  聖書朗読：使徒十二章


  



  わたしが来たのは、地上に火を投じるためです。それがすでに燃え上がっていれば！しかし、わたしにはバプテスマされるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど圧迫されることでしょう！（ルカ十二・四九、五〇）。


  



  私たちの最初のメッセージでは、主に杯と、火をまき散らすその結果とに専念しました。その目的は、これら二つの間の関係を新たに考察することでした。この杯の意義が、神の民の生活のまさに中心に、すべての基礎として確立されないかぎり、火がまき散らされることはありませんし、福音の前進と教会の成長が意味するところがことごとく実現することもありません。


  私たちは今、先に進んで使徒行伝の十二章を見ることにします。なぜなら、この章は、この杯と火の歴史の縮図だからです。これは、もちろん、この書全体に言えます。疑いなく、これは杯です――教会は主と共に苦しむ関係にあります。しかし、それはまた、まき散らされた火についての書でもあります。この章は、すでに述べたように、あの偉大な真理全体の縮図です。実にそれは、悪の勢力と、最終的に勝利することになる無敵の霊の勢力との間の、世々にわたる戦いの縮図です。この章に詰め込まれているおびただしい歴史と真理は、それを読む時、私たちを感動させて奮起させずにはおきません。次々と積み上げられる語句や節――そのどれもが私たちの集会全体を満たせると言っても過言ではありません――でこれほど満ちている章が聖書にあるのだろうかと、私は疑問に思います。


  たくさんある中から、そうした語句を二、三あげることにします。「さて、その頃」。これはなんという鍵でしょう、それについて熟考するとき、この鍵はなんと多くのことを開いてくれることでしょう！おそらく、私たちは間もなくこの鍵を使うことになるでしょう。「ヘロデ王は……」。これにはあなたが理解するよりも遥かに多くの内容があります。「教会のうちの何人かを苦しめるために……」。教会を苦しめたのです。あるいは、教会を苦しめようとしたのです。「ヤコブを殺した……」。前に指摘しましたが、栄えある右の座と左の座を求めて主の所にやって来たのは、このヤコブとヨハネでした。彼らに向かって主は直ちに次のような要求を発せられました、「あなたたちは、わたしが飲むその杯を飲み、わたしがバプテスマされるそのバプテスマで、バプテスマされることができますか？」。そこで彼らは「できます」と答えました。「あなたたちはそうすることになります……」。「また、彼はヤコブを剣で殺した……」。「それがユダヤ人を喜ばせたのを見た時……」。「それがユダヤ人を喜ばせた！」。これには多くの内容が込められています。「彼はさらに進んで……」。このように読み進むことができます。この章はすべて、多くの意味が詰まったこのような語句や節でいっぱいです。


  この章の使信を見ることにしましょう。「さて、その頃」。いつの頃でしょう？これについて指摘して、その時に言及するのは、意義深いことです。その答えはとても長いものです。が、二つの主な特徴があります。ヘロデ本人のうちに答えがあります。そして、ヘロデの背後に、ずっと深くに、その答えがあります――その答えとはサタンです。ヘロデのうちにあるこの答えについて考えることにしましょう。


  「ヘロデ王」（一節）。聖書の中には六人のヘロデが出てきます。彼ら全員の起源はイドマヤ人です。彼らは「エドム」という象徴的名称によってくくられています。つまり、彼らはイスラエルではなく、エサウの子孫です。これは全くもって実に意義深いです。私たちが前にしているこの人は、彼らのうちで、「王」というこの称号を正当に保持した、最初にして最後の人だったのです。彼らのうちのだれも、彼になるまで、この称号を正式に保持した人はいませんでした。また、彼の死後、「王」という称号は取り去られたのです。


  ここで私たちは長い歴史の台頭を目撃します。この本質――肉と御霊との間の、天と地獄との間の、エサウとイスラエルとの間の、この歴史的敵意――を真に理解するには、オバデヤの預言を読まなければなりません。ここには長い歴史があり、今や「王」の称号を持つこの人がその長い歴史の先頭に立ちます。ユダヤ人がイスラエルではなくエサウの子孫に支配されることになろうとは、しかも、その支配者が異教のローマ帝国によって任命されようとは、なんという皮肉でしょう！これは考慮すべきことです。私たちはここで、きわめて魅力的な途方もない出来事を前にします――しかし、ああ、それはなんと大いに教訓的なことか！


  「その頃ヘロデ王は、教会のうちの何人かを苦しめるために手を伸ばした（中略）それがユダヤ人を喜ばせるのを見た時……」（一、三節）。さて、その当時、ユダヤ人を喜ばせるこのようなことを、なぜヘロデは行う必要があったのでしょう？これは人の物語のように見えるかもしれませんし、とても単純なことに思われるかもしれませんが、私たちはこの大いに深遠なものが明らかになるさなかにあります。サタンは、ご存じのように、とても深遠ですが、神はさらに深遠であり、それがここで起きているのです。この前の章に戻って見てみると、大飢饉が起きていたことがわかります。「さて、その頃、預言者たちがエルサレムからアンテオケに下って来た。そして、彼らのうちの一人で、アガポという名の者が立ち上がり、全世界に大飢饉が起ころうとしていると、御霊によって言い表したところ、それがクラウデオ帝の時に起こった（中略）さて、その頃……」（使徒十一・二七、二八、十二・一）


  単純な答えはこうです。すなわち、ユダヤ人は治めるのがとても困難な民だったのです。もちろん、これは全く明らかです。私たちはこれを知っています。しかし、この普通で、通常の、ありふれた困難に、飢饉が加わったのです。飢饉と飢餓以上に速やかに革命へと至るものは何もないことはご存じでしょう。後でこの物語が私たちに告げるところによると、フェニキヤのツロとシドンの人々はヘロデ王の国から食物を得ていました（二〇節）。それは食料問題であり、とても深刻になりました。騒乱、動揺、暴動があり、この人々の気を彼らの問題から逸らすために、彼らの心を奪うために、ヘロデは何かを行わなければなりませんでした。彼らのために何かがなされなければなりませんでした。何かで気を逸らさなければなりませんでした。食料を備えて飢饉を避けることはできません。飢饉がやって来ました、これは事実です。ですから、自分の地位を維持し、これらの民を支配して抑え続けるには、彼は彼らを喜ばせることをしなければなりませんでした。これがあなたの答えです！


  これは人の物語、些細な策略、政治問題のように聞こえます。あるいは、それを好きなように呼んでもらってかまいません。しかし、それは答えの一部にすぎません。「さて、その頃……」。どうして彼はユダヤ人を喜ばせなければならないのでしょう？まあ、これが答えです。どうやって彼はユダヤ人を喜ばせるのでしょう？彼はクリスチャンたちに対する彼らの憎しみ――これも長い物語です――を知っています。そこで、彼は「教会のうちの何人かを苦しめるために手を伸ばし」ます。クリスチャンたちは、ヘロデのこの揺れ動く、偽りの王国を強めるために、彼の王座を無傷に保つために、利用されていたのです。彼は自分自身の狙いのために彼らを利用します。まあ、これは答えの一部――ヘロデの立場――にすぎません。これはとても単純な答えです。


  しかし、ヘロデの背後に回り込むことにしましょう。ヘロデは一人で行動しているわけではないからです。何かそれ以上のもの、何かさらに深いものがあります。この問いに対する、さらに深く、さらに現実的な答えは、この人の背後にあるサタンの領域の中に見いだされます。もう一度十一章十九節を見ることにしましょう。「そのため、ステパノのゆえに起こった艱難によって散らされた人たちは、ピニケ、クプロ、アンテオケにまでも旅して行ったが、ユダヤ人以外の者には、だれにも御言葉を語らなかった」。


  「ステパノのゆえに起こった艱難によって散らされた人たち……」。これはきわめて含蓄のある言葉です。そこで何かが起きています。ああ、なんと多くのことが起きたことでしょう！これは私たちを七章――ステパノの殉教――に連れ戻します。ステパノは石打ちにされます。これは杯です。これは悪魔の途方もない勝利に見えます。ステパノは御霊の強者でした。この若者の命に、教会の途方もない希望が関わっていました。彼の話を読んで研究した後で、「この人は少なくともタルソのサウロに匹敵する」と述べた人もいます。それなのに、ここで彼は殺されてしまいます。まるでサタンが実際に勝利したように見えます。


  しかし、その後どうなったでしょう？まさにその時から、信者たちは遠くまで広範囲にわたって散らされて、証しをしながら至る所に行ったのです。タルソのサウロが回心します。これはなんと途方もないことでしょう！ペテロは、遥か北方の、コルネリオの家に導かれます。そこで何が起きたか、私たちは知っています――異邦人に扉が開かれます。この杯からきわめて意義深い事が生じます。主の杯から生じます。その中に教会がバプテスマされたバプテスマと受難から生じます。信者たちが絶えず教会に加えられました（九・三一、四二、十一・二一、三四）。この状況が拡大しつつあります。火が広がりつつあります。サタンの王国は揺り動かされています。サタンの王国は根底まで揺れ動いています。それに関して何かがなされなければなりません。


  ある人は簡潔にこう述べました、「世界をひっくり返してきた者たちが、ここにも来ました」（十七・六）。「さて、その頃、ヘロデ王は……」。おわかりになったでしょうか？これがその解き明かしです。教会がその中に導かれた、主の受難のこのバプテスマから、火が広がりつつあります。しかし、敵は動揺しています――ひどく動揺しています。ヘロデは「手を伸ばし」ました――その手の背後には、もう一つの手があります――「教会のうちの何人かを苦しめるためであった。また、彼はヤコブを剣で殺した。それがユダヤ人を喜ばせたのを見た時……」彼はさらに先に進みました。私はこれらの節のすべてにじっくりと取り組みたいと思っています。なぜなら、そのどれにもあるメッセージが込められているからです。ヘロデは自分自身の勢いに駆られています。彼が少しばかり成功を収めると、それがあなたにどんな益を及ぼすのかを見てください。


  しかし、しばしの間、それから少し転じて、別の面に移ることにします――すなわち、劇的とも言えるこの面、主の至高の王権の面です。これはみな三つの点に要約されます。「ヘロデは（中略）苦しめるために手を伸ばした（中略）主の御使いが彼を打った（中略）しかし、神の御言葉は成長して増殖した」（十二・一、二三、二四）。これは途方もないことではないでしょうか？この物語は、ヘロデが手を伸ばす場面から始まり、ヘロデが虫に食われて息絶える場面で終わります。教会に犠牲者、殉教者が出る場面で始まり、神の御言葉が成長して増殖する場面で終わります。これは別の王の物語です。これは相克する二人の王の物語です。それは、最初に述べたように、悪の勢力と御霊の無敵の勢力との間の戦いの、この長い歴史の縮図です。長期的には、常に御霊の勢力が勝利します。


  しかし、ここで切迫した疑問が生じます。最初――彼はヤコブを剣で殺し、そして、それがユダヤ人を喜ばせるのを見た時、さらに進んでペテロを捕らえました――これについて考える時、答えを要する疑問が生じます。なぜ神はこのようなことが起きるのを許されるのでしょうか？ヤコブが剣で殺される前に、なぜ彼は介入されなかったのでしょうか？ペテロが投獄される前に、なぜ彼はそれを止めなかったのでしょうか？ああ、これは膨大な別の歴史に対する、もう一つの鍵ではないでしょうか？許容された神のみこころという神秘です。神はご自身の僕たち、とても有用な僕たちが殺されたり、投獄されたりするのを許されます。教会がこのように苦しむのを許されます。なぜ神はそれを許されるのでしょう？


  その答えは、この杯の内側深くにあります。この杯の中に十分深く入り込むなら、答えが見つかります。別の言い方をしましょう――答えは十字架の内側深くにあるのです。神は、ご自身の奥義的なみこころと道により、イスラエルを用いたのと同じように教会を用いて、悪の勢力を引き出して自滅へと至らせます。「神は奥義的な道を進まれます……」。最終的に滅ぼされるのは教会でしょうか、それとも、それに敵対する勢力でしょうか？歴史の中にその答えが見つかります。この章のこの箇所に示されています。この箇所では、イスラエルはエジプトにいます。パロはなんと遥か遠くまで手を伸ばしていることでしょう――手を伸ばしています、彼自らの力の限界まで手を伸ばして魔術師たちによって応答し、それから、ひたすら遠く、遠くへと進み続け、パロの力はすっかり尽きます。その後、神は彼を打ち砕かれます。パロの全力をすべて合計しても、打ち破られ、滅ぼされます――神は、それをすべて引き出すために、苦しむ民を用いられたのです。


  これが、この箇所が示している物語です。神の奥義的な道により、教会は苦しみます。しかし、その苦しみは敵に由来します。神は教会という手段によって敵を引き出しておられます――敵を引き出して、おびき出しておられます。そして、敵の不義の杯が満ちる時、神は敵を回復不能なまでに打ち砕かれます。これがヘロデの件です。この結果を招いたのは教会です。これを成し遂げたのは、ヤコブとペテロと当時の教会です。しかし、これはまさに十字架に見られるのではないでしょうか？十字架を見てください！十字架は地上と地獄の悪の勢力をすべて引き出しつつあるのではないでしょうか？まさにそうです！死んだ彼が十字架上におられるのを見て、それがどのように起きたのか、また、それを引き起こしたいっさいのもの――人と悪魔の悪意・怨恨の一部始終――をあなたが知る時、「彼らにこれ以上のことができるでしょうか？」とあなたは問うでしょう。いいえ！その答えは何でしょう？まき散らされた火です！それが答えです。それはその杯の中に、十字架の中にあります。それがこの問題全体の核心です。キリストの苦しみが私たちに、教会に溢れるとき、サタンの働きは滅ぼされます――そして、私たちにとっては、「ますます卓越した永遠の重い栄光」（二コリント四・十七）という結果になります。


  なぜ神はそのようなことを許されるのでしょう？できれば、忍耐と信仰の中で待ってください。「ここに聖徒たちの忍耐がある」（黙示録十三・十、十四・十二）。この御言葉をご存じでしょうか？もし待つことができるなら、あなたは見ることになります。一方において、あなたの苦難、あるいは、あなたの諸々の苦難は、サタンの王国に大損害をもたらし、彼の権力を終わらせるのです。それらは彼を引き出しました。それらは彼の登場の印です。他方において、苦難は私たちのために栄光をもたらしました。そしてその間、霊的に増し加わり、霊的に前進し、火がまき散らされたのです。


  神はサタンを滅ぼすためにサタンの働きを用いられます。しかし、そのために用いられる道具は教会であり、聖徒たちです。彼らの魂の中でこの戦いがなされています。「今や天上の主権者たちや権力者たちに（中略）教会を通して神の多種多様な知恵を知らせ」（エペソ三・十）。目に見えない領域で何かが起きています。


  神の御言葉の進展には代価が必要です。それには多くの苦難が含まれます――この杯が含まれます。しかし、これが彼の道です。ここでは、ですから、神がサタンの働きを用いておられるのを私たちは見ます――一面において、サタン自身を滅ぼして打ち倒すために、他方において、御言葉の進展のために、教会の前進のために、神の栄光のために用いておられます。そして、これは彼の苦難の苦しみの交わりによって完成されます。


  なぜパウロが彼の苦難の交わりを知ることを望んだのか、あなたも私も理解するのはかなり困難です。それは私たちにとって祈るのが最も難しい祈りの一つではないでしょうか？しかし、パウロはこの秘訣を知っていました。それは福音を進展させる道であり、それに逆らい立つものを滅ぼす道なのです。彼の苦難の交わりです。なぜなら、これは主イエスご自身の十字架の核心だからです。


  これがすべてこの杯に備わっています。この杯は物体ではなくなります、たんなる物ではなくなります。何か生き生きとしたもの、何か強力なものになります。この杯はこの宇宙の強力な力です。あなたと私が次に主の食卓に来る時、そこにはなんと途方もないものがあって彼の宇宙のあらゆる領域に触れているのかに関するいっそう壮大な観念を、どうか神が私たちに与えてくださいますように。それは何か生き生きとしたものを表しています。この血は語ります。この血は告げます。この血は価値があります。血は命です。それはこの宇宙の恐るべき力です。私たちがこの杯を取り、それによって、このバプテスマ、この受難を受け入れる時、信仰の中で次のことを認識しようではありませんか。すなわち、私たちはそれが示す途方もない勝利をも受け取るのです。それには代価が必要なのです！


  さて、これがすべてどこから始まったのかを見ることにしましょう。一方の側にはヘロデがいます――邪悪な、邪悪なヘロデから始まりました。彼はエサウにまで遡る長い歴史に由来する残忍さをことごとく帯びています。この行為を喜んだユダヤ人たちは、イエスに従う者たちに敵対します。内にも外にも、牢獄、鎖、屈強な衛兵――四人組の衛兵――が控えています。これらは大きな勢力、大きな困難――敵対するすべてのもの――を示すものです。それらはたんなる言葉ではありません。天然的な観点から見ると、それらはみな途方もないものです。これが一方の側です。他方の側には「主の御使い」がいます。ヘロデ、ユダヤ人、牢獄、鎖、衛兵は無に等しいです。


  どこでこれがなされたのでしょう？言わば、まさにこの二者の間の祈りの集会においてです。地獄の勢力と天の勢力の間で、教会は祈りました。そうでなければ、これは起きていなかったでしょう。あの部屋の中でなされていたことがなければ、地獄の勢力は昇天したキリストの天的権威に、ひとりの御使いを通して服従していなかったでしょう。「しかし」と御言葉は述べています。「教会は祈った……」。しかし……しかし……どんな勢力もものともせずにです！それらの勢力を見積もってみてください。その力と意味をすべて考えてみてください。それから、それらすべての上に「しかし」という言葉を一つ付けてください。「教会は祈った……」。すると、これに応じてこの御使いが遣わされました――そして、他のものはみな無に等しくなったのです。


  祈る教会。あなたはこれをどう思われるでしょう？「熱心に祈りがなされた」と述べられていますが、この英語の言葉は、実際のところ、その力を全く伝えていません。そのギリシャ語は文字どおりには「精いっぱい」「身を伸ばして」を意味します。教会は身を伸ばして祈りました。教会は身を伸ばしました。サタンは身を伸ばし、天も身を伸ばしました。そして、これらの二つの勢力は衝突しました。教会が身を伸ばしたからです。他のどんな方法でも、そのようなことは決して起きません。まさにこのとおりです。教会が祈るとき、なんと途方もないことが成し遂げられるのでしょう！


  この物語について考える時、この物語にはない多くの、多くの思いが、私の心の中に押し寄せてきます。もし教会が、一緒に集まって、このような一つの中で、祈りの中でこの状況に集中する代わりに、次のように述べていたなら、結果はなんと異なっていたことでしょう。「ああ、ステパノがあんなことを言ってさえいなければ！何某さんがもう少し用心深くしてくれてさえいれば……。……してさえいれば！」。他にも無数のことを非難します。互いに非難しあい、人々にこのことで責任を負わせ、あのことでけなし、そして、引きこもって、ついには、疑問、非難、反論、「問題」に満ちた状況になってしまいます。そして、その件はすっかり妨げられてしまいます！親愛なる兄弟姉妹たち、このようなことが起きる時は常に、私たちはもっと深くまで見なければなりません。そうしたいっさいのことの背後には、この火をまき散らすのを妨げようとするヘロデの戦略があるのです。もし悪魔が私たちを、自分自身や、自分自身の問題や、互いの間違い、弱さ、失敗等々に向かわせることができるなら、彼は主の働き全体を打ち破ったことになります。あなたはひたすら祈るかもしれませんが、もし背後に分裂という矛盾があるなら、祈っても無駄です。主は介入してくださいません。


  彼らは教会としてこのように「身を伸ばした」方法で祈りました。心の中に他の思いはありません。彼らは一つ思い・心です。サタン的問題に集中しています。これには教訓が込められています。ああ、私たちの祈りはなんと多くの事柄によって麻痺させられてしまうことでしょう。それらの事柄は、私たちが真理を知ってさえいれば、実際のところ問題にはならないことです――それらはサタンが握ってきたものです。欠点があるかもしれません。使徒たちの中に欠点のない人がだれかいるでしょうか？弱さがあるかもしれません。しかし、あなたが主の働きの側にありさえすれば、主は行動を起こしてくださいます。


  ペテロに関して弟子たちがロダとした話について、こう言われてきました。彼らは夜通し祈りに祈り、その後、祈りがかなえられた時、それを信じなかった、と。「彼らは信仰の中で祈れなかったのだ」と言う人々もいます。しかし、別の見方もあります。私たちの中の何人かは、いま牢屋の中にいる一人の愛する兄弟のために力を尽くして祈っています。このような示唆をすることを許してほしいのですが、もしだれかが私たちの所に来て、「兄弟が扉の所にいます！」と言ったらどうでしょう。「ありえない！」と私たちは言うでしょう。多くの証拠をほしがるでしょう。主にはそれを行えることや、そうすることを望んでおられることを、信じていないからではありません。そうではなく、何らかの方法で、私たちが求めている当のことを主がしてくださる時、私たちは息を呑んで、信じることができないのです。これらの信者たちをあわれんで、不信仰と見なさないでください。実を言うと、彼らはこのように祈ったかもしれませんし、欠点や弱さがあったかもしれませんが、働きに取り組んでいたのであり、それに関して一つだったので、主は介入してくださったのです。


  これからなんと多くのことが生じたことでしょう！彼らは問題全体を洞察して、真の問題に至りました。それ以外の思いを捨て去りました。そして、彼らの苦しみの中から、何かが生じました。十二章の後に続く出来事は覚えておられるでしょう。前の章（十一・十九～三〇）でアンテオケが視野に入ってきました。そして今、アンテオケからパウロとバルナバが遣わされ、先へ先へと進みます。火が地の果てまでまき散らされます――教会が祈ったことによってです。


  これは素晴らしい物語ですが、これを伝えることに私はかなりの困難を覚えています。これは人生に大いにあてはまります。神の道に関する奥義のための大きな余地が常にあります。なぜ？なぜ？なぜ？もし神の道に関する「なぜ」に固執するなら、あなたは麻痺するでしょう。私たちの最初のメッセージの冒頭で述べたことを思い出してもらいましょう。ここで、ある法則が明示・宣言・確立されています――すなわち、この杯がなければ、火はまき散らされない、という法則です。この杯は常に奥義です。「なぜこんなことが……？」「なぜあんなことが……？」「なぜ彼はこんなことを許されるのでしょう……？」と言えるような形で、この杯は常に自らを表します。この杯は到来してとどまっているという、確立済みの定まった立場に達していなければ、これらの「なぜ」によってあなたは麻痺するでしょう。この杯は最後まで私たちと共にあります。


  しかし、神が許された苦難という奥義、そして、十字架につけられた神の御子と十字架につけられた教会に関してこの杯が意味するすべてのこと――これらすべての中に、サタンを滅ぼして天の王国を確立する道があります。どうか神がこれを私たちのうちに定着させてくださり、私たちに恵みを与えてくださいますように！


  



  第三章 聖霊の積極的性質


  



  わたしが来たのは、地上に火を投じるためです。それがすでに燃え上がっていれば！しかし、わたしにはバプテスマされるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど圧迫されることでしょう！（ルカ十二・四九、五〇）。


  彼らと一緒に集まっている時、彼は彼らに命じて言われた、「エルサレムを離れないで、わたしから聞いていた父の約束を待っていなさい。なぜなら、ヨハネは水でバプテスマしましたが、あなたたちは間もなく、聖霊でバプテスマされるからです。」（使徒一・四、五）


  



  「父の約束を待っていなさい（中略）間もなく」。私があなたに伝えたい思想は、聖霊の積極的な性質に関してです。聖霊は主イエスの「わたしが来たのは火をまき散らすためです」という御言葉に対する答えであることを、私たちは知っています。聖霊のバプテスマは火のバプテスマでした。さて、火は常に積極的なものです。聖霊が火に対応する以上、これは、聖霊もまた積極的な方であることを意味します。火は冷たくありませんし、中立的でもありません。火は積極的なものです。それに触れるなら、または、それがあなたに触れるなら、または、それに近づくなら、あなたは自分が積極的な要素の前にいることがわかります。


  御霊は真空を忌み嫌われる


  さて、ここで、この書――これを「まき散らされた火の書」と呼べるでしょう――の冒頭のこれらの御言葉は、小休止、未決状態、ある種の合間を示しています。十字架はそのすべての意義と共に、成就された事実です。贖いの御業は成就されています。将来のための基礎に関しては、すべてがなされました。また、その御旨に関しては、すべてが予示・予告されていました。こうあります、「あなたたちはエルサレムにおいても、ユダヤとサマリアにおいても、また地の果てまでも、わたしの証し人となります」（一・八）。復活後弟子たちと会って、彼は彼らにこの偉大な任務を与えられました。そして、国々への、地の果てへの、彼らの将来の務めと働きがどのようなものになるのかを、彼らに告げられました。御旨に関しては、すべてが予示・予告されていました。しかしそれでも、小休止、合間の時があって、大きな問題がそれにかかっていたのです。待つ期間があったのです。これがみな揃っていたのに、彼らは何もできませんでした。これがみな揃っていたのに、依然として消極的であり、依然としてすべてが宙ぶらりんであり、依然としてこのような問題の状況にあります。聖霊がその答えでした。聖霊はこの「中立地帯」の中に入って行って、それを積極的なもの転じられます。状況全体を消極的・中立的・疑義の状況から、壮大で積極的・肯定的な状況に変えられます。この書の残りの部分は聖霊の積極的な働きの物語にほかなりません。


  これはとても単純に思われるかもしれません。これに多くの内容があるように、とても深遠であるように感じないかもしれません。しかし、実のところ、これには考えるべきこと、認識すべきことがとてもたくさんあるのです。もう一度言わせてください、聖書の中で聖霊に出くわすどの箇所でも、彼は積極的であることに気づきます。彼は真空を信頼されません。聖書は真空と共に始まります――そして直ちに「神の霊が」と述べます。「神の霊が水の面を覆っていた」。神の霊が真空に対抗して働いておられます。「地は形なく、空虚であり（中略）神の霊が……」。あなたは、聖霊のまさにこの積極的特徴と共に、あなたの聖書を読み始めます。


  最初から最後までずっとそうです。これに心を留めて、あなたの聖書をざっと読むなら――記憶をざっと辿るだけでも――次のことがわかります。すなわち、聖霊に出くわす時は、それが象徴であれ行動であれ、どんな表れのときでも、彼は常に途方もなく積極的なのです。エゼキエルの預言の冒頭を思い出しさえすればわかります。生き物、車輪、そして御霊――それらは進みます！それらは進み、真っすぐ前に進みます。決して右にも左にも曲がりません。活発なのは御霊です。積極的な御霊は、消極的なすべてのもの、中立的なすべてのもの、空しいすべてのものに対抗しておられ、偉大な究極的御旨に向かって常に前進しようとしておられます。もしこのような句を作ってもかまわなければ、彼は「活発な御霊」です。彼は常に神格における執行者であり、神の事柄に関するエネルギーです。彼は常に行動しておられます。ですから、この書の名称は「聖霊行伝」であるべきです。なぜなら、この書はそうだからです。


  積極的な歩み


  さて、御霊のこの法則はクリスチャンの歩みの原則です。クリスチャンの歩みは聖い歩みであるべきです。聖い歩みをしなければなりません。これが御霊によって歩む意味の何たるかです。明確にこう述べられています、「御霊によって歩みなさい、そうすればあなたたちは、肉の欲を満たすことはありません」（ガラテヤ五・十六）。肉を満足させまいと、あなたはもがき、奮闘し、戦っているのでしょうか？それは消極的です。この線に沿って進んでもどうにもなりません。そうではない道は何か積極的なことをすることです。積極的なものが消極的なものに応じます。「御霊によって歩みなさい。そうすればあなたたちは（中略）ことはありません」。これが解放の一大原則です。神の道は常に積極的な道です。私たちは、これを行うまい、あれやこれをやめよう、と奮闘・格闘していて、あまりにも消極的なものに占有されています。そうしてもあまり進めないことを、私たちはわかっているのではないでしょうか？主の定めは、「御霊によって歩みなさい。そうすればあなたたちは（中略）ことはありません」です。


  御霊によって歩むことは何を意味するのでしょう？御霊に従うことを意味します。それはどういうことでしょう、とあなたは言うかもしれません。私たちの行いを顧みれば、最もよくわかります。私たちは、生まれつき、肉に従います。始終、自分自身――私たちの哀れで惨めな自己――に従います。自分自身のことでいっぱいで、自分自身について語り、自分自身について祈ります。自分自身を、私たちの惨めな自己を、常に前面に保ちます。私たちが自分の現状に絶えず占有されている時、それは自己に従っていることではないでしょうか？このような道でどれだけ遠くまで進めるでしょう？全く進めません！自分自身に従うことによっては、決して前進しません。


  また、悪魔に従っているクリスチャンがいるのではないかと、私は恐れます。自分自身と悪魔を識別するのは常に容易とはかぎりませんが、ご存じのように、悪魔は常に私たち自身を通して私たちに語りかけています。もし私たちに何か間違っている点があるなら、彼はそれを私たちに知らせます。もし私たちを困らせるものが何かあるなら、彼は問題を増し加えて、強調します。彼自らが自分自身のために造った彼自身の立場をほんの少し彼に与えて、彼がそれでどうするかを見てみなさい。彼はそれを利用し尽くして、間もなく、それをしている人々は、自分たちが自分自身の自己――自分自身の成り立ち、欠点、弱さ、罪深さ――によって悪魔に対する恐ろしい束縛の中にあることを見いだすでしょう。そして、これが悪魔に従うことです。彼はやって来て訴え、あなたは耳を傾けます。彼は示唆を与え、あなたはそれを受け入れます――彼と話し合いをしそうになります。あなたは彼に従います。もしくは、自分自身に従います。そして、これが肉にしたがって歩むことです。


  肉に従ってはいけません、悪魔に従ってはいけません、これらといっさい交渉してはなりません！御霊に従いなさい！御霊は傍らに来てくださった方です。「弁護者」「慰め主」（ギリシャ語のパラクレートス、parakletos）という彼の御名はまさに、傍らに呼ばれた方を意味します。傍らにおられる方に従いなさい。御霊と交わりを持ちなさい。このことで次のように自分自身に異議を申し立て、敵に異議を申し立てなさい、「これは本当に御霊からでしょうか、これは神の御言葉と一致しているでしょうか、これは本当に恵みの福音にしたがっているでしょうか？」。もしその答えが「いいえ、断じていいえ！」なら、それを拒絶しなさい！恵み、恵みの御霊という立場の上で進むこと、これが御霊に従うことです。


  これはとても単純な始まりですが、それは聖霊は積極的であることを示しています。他のものはみな消極的です。後退させ、弱らせ、引きずらせます。すべてが大きな「否！」です。聖霊は決してこの立場の上に臨まれません。彼はこのようなことには何でも反対されます。最初の創造のとき、空虚さに反対して行動されたように、新創造においても、真空、空虚さ、消極的ないっさいのものに、彼は何の関わりも何の興味も持っておられません。積極的な立場を取りなさい、そうすれば、聖霊が自分と共におられることにあなたは気づきます。あなたの霊的生活の中にある、あなたの消極的な立場を放棄しなさい。


  積極的な証し


  これは、次に、奉仕または証しの法則です。よく注目してください、「聖霊があなたたちの上に臨む時、あなたたちは力を受けます。そして、わたしの証し人となります……」。奉仕または証しの原則は積極的です。なんと多くのクリスチャンが、証しをしないせいで、がんじがらめにされていることでしょう！彼らは証しをしません。彼らの光を輝かせません。全く消極的です。人々はどう思い、どう言うだろう、他の人々からの反応はどうだろう、ということばかり考えています。こうしてあらゆる種類の思案に悩まされ、全く無力化され、がんじがらめにされてしまいます――そんな時、私たちはなんと哀れなクリスチャンでしょう！


  さて、ここで注意してください。「ステパノのゆえに起こった艱難によって散らされた人々は……」（十一・十九）至る所に行って証ししました。叙任式はありませんでしたし、「クリスチャンの働き人！」であることを示す特別な制服やバッジを身に着けることもしませんでした。それは自然発生的でした。聖霊は常に積極的だからです。そしてまた、これは実に単純である一方で、まさにこのことでがんじがらめになっている多くの生活を私は知っています。彼らは積極的ではありません。消極的か無力かです。それゆえ、聖霊は彼らの生活の中で、ご自身の通常の自然な基礎に基づいて進んでおられません。彼らは彼を制限しています。積極的でありなさい、そうすれば、聖霊が自分と共におられることにあなたは気づき、あなたは驚きの的となります。ちょっと注目してみてください！この使徒行伝の書の中にこう記されています、「御霊は言われた……」（十・十九、十三・二）、「主の御使いは語った……」（八・二六）、すると人々は応じました。ピリポが御霊に応じた時、ペテロが御霊に応じた時、ああ、なんと途方もないことが起きたことでしょう！――それには彼らも驚き、驚嘆しました！御霊は積極的です。あなたが積極的であるとき、彼は積極的であり、それに関してあなたと共にいてくださることがわかります。


  積極的な交わり


  第三に、これは交わりの原則です。御霊の交わりは交わりの真髄です。しかし、また、それは積極的です。交わりは受動的なものではありません。決して受動的なものではありえません。なぜなら、地獄の全軍勢がこぞってそれに反対するからです。地獄が何よりも反対するのは、聖霊の交わり、神の民の交わりです。絶え間なく、あらゆる手段を尽くして、これらの悪の勢力はこの交わりを損なおうとします。なぜなら、この交わりは彼らを最終的に滅ぼすことになるからです。したがって、交わりは決して中立的・受動的な類のものではありえません。あなたはそのために戦い、それを支持し、これに関して積極的でなければなりません。不和を成り行きに任せて、それを正すのを遅らせるなら、どんな惨事になるか見てください。


  もしあなたが御霊を持っているなら――もちろん、御霊を持っているはずの人々に私は話しています――あなたは知らなければなりません。もしあなたが、あなたが属しているキリストのからだの他の肢体とつながっていないなら、それは、天然の肉体における脱臼のようなものなのです。痛みが、絶え間ない痛みが走ります。聖霊は、この霊のからだの中の脱臼している箇所に、この痛みを生じさせられます。それを治療しなければ天然の体に何が起きるのかはご存じでしょう。二つのことが起きます。一つは、それを長く放置するほど、それを治すのはますます困難になる、ということです。もう一つは、接着剤――何か余計なもの――が入り込む、ということです。余計なものが入り込み始めて、状況全体を複雑化してしまいます。そのため、その関節を元に戻すのは、もはや容易ではなくなります。同じことが霊的脱臼にも言えます。それを成り行きに任せるなら、それは遥かに困難かつ複雑になります。あらゆる種類の他の物事――付着物や接着剤――がそれに絡み付いて、今やそれをとても複雑化してしまいます。炎症を起こして、痛みが走ります。


  この炎症と痛みにより、聖霊はこれに反対して積極的に証ししておられるのです。しかし、あなたがすでにかなり進み続けているなら、聖霊は引き下がってそれをあなたに任されます。彼は積極的な方だからです。こういった消極的な事柄を彼はいつまでも辛抱されません。決して許されません。先に進んで、「いいでしょう、あなたがそこにとどまるつもりなら、そうしてもかまいません。わたしは進み続けます」と仰せられます。そして、とてもとても深刻な状況になります。これは、もちろん、恐ろしい、怖いことです。しかし、これは次の真理を巡るものなのです。すなわち、聖霊は交わりの問題について積極的である、という真理です。御霊は言われます、「ある人たちが慣わしとしているように、共に集まることを放棄してはいけません。むしろ、ますます……」（へブル十・二五）。これは法的なことではありません――法的な義務に服して、すべての集会に出席しなければならない云々、ということではありません。これはまさにあなたの命なのです。これは霊的なことなのです。これは聖霊の道なのです。もしあなたが自らを引き離して、独立したような生活を送っているなら、あなたはまさに御霊の動きを邪魔しているのです。あなたが投げ捨てようとしている、あなたが言うところの「法的な」ものは、実際は霊的なのです。御霊の自由ではない自由があります――それは私たち自身の魂の自由です。


  もし御霊が不活発で、休止していて、何もせず、動いておられないなら、もし御霊が働いておられない印や兆しがあるなら、それは異常な状況です。それは、神の霊の観点から見て、何か間違っているもの、何か正しくないものがあることを意味します。もしすべてが正しかったなら、御霊は活発であられたでしょう。行動し、進んでおられたでしょう。動きがあったでしょう。


  ご自身の立場を得ておられるとき、御霊は常に積極的です。では、その立場とは何でしょう？それは十字架です――杯です。杯と火、火と杯は、手を取り合って進みます。御霊の強大なエネルギー、火のような御霊のうちにあるあの積極的な要素――それが近くに来る時、あるいは、あなたがそれに触れる時、あなたはそれを理解します。それは生きています――御霊のあの積極的な要素は、この杯と手を取り合って進みます。それは実際にあなたを排除し、私を排除します。彼の立場は、私たちに対して深く適用される十字架です。御霊がそれを獲得されるとき、そのとき彼は進み、そのとき彼は行動されます。彼の立場は常に十字架です。


  私たちはこれに関して自分の心に問わなければなりません。聖霊は、通常、常に積極的です――果敢であるとさえ言えます。彼は決して消極的ではありませんし、決して無力でもありません。もし彼が止まらざるをえないなら、それは彼が何かを待っておられることを意味します。なぜなら、そうするのは彼の性分ではないからです――彼は進み続けようとされます。どうか主が私たちを御霊の強大なエネルギーで満たしてくださいますように！


  



  第四章 火の試練


  再び私たちの基本的な聖書の節に戻ることにします。


  「わたしが来たのは、地上に火を投じるためです。それがすでに燃え上がっていれば！しかし、わたしにはバプテスマされるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど圧迫されることでしょう！あなたたちは、わたしが地上に平和をもたらすために来たと思うのですか？あなたたちに言いますが、違います、むしろ、分裂です。なぜなら今から後、一家に五人いたなら分裂して、三人は二人に逆らい、二人は三人に逆らうからです。彼らは分裂します。父は息子に逆らい、息子は父に逆らいます。母は娘に逆らい、娘は母に逆らいます。しゅうとめは嫁に逆らい、嫁はしゅうとめに逆らいます」（ルカ十二・四九～五三）。


  白状すると、これは私がちっとも好きではなくて、それについて話すのをきわめて悲しく感じる、私たちの主の言葉の一つです。もし主以外のだれかがこう言ったなら、おそらく、私たちはそっぱを向いていたでしょう。私は確信していますが、もしそれが私に由来するものだったり、あるいは、私の兄弟たちのだれかに由来するものだったなら、とても大きなつまずきを引き起こしていたでしょう。しかし、主がそう仰せられたのです。それはこの声明の冒頭とすべて一つながりであるように、私には思われます。


  おそらく、あなたは気づいているかもしれませんが、ここでこの物語全体の流れが、きわめて唐突に変わります。四八節の終わりまでは、一つのことについてです。その後、きわめて唐突に、この変化が生じます。彼の側にためらいがあったとしか私には考えられません。彼がこう言われた後、彼は少しのあいだ静まって、将来に思いを馳せられました――この世に及ぼす彼自身の影響と効力に関する将来です。そしてそれから、彼はご自身の発言のこの部分を、すっかり異なる奇妙な雰囲気の中で開始されました。


  「わたしが来たのは、地上に火を投じるためです……」。「これがわたしが来た理由です。これはわたしが来た意義の要約です。なぜわたしは来たのでしょう？何のために来たのでしょう？その成果・結果は何でしょう？わたしが来たのは、地上に火を投じるためです……なんとわたしは閉じ込められ、圧迫され、制限されていることでしょう！何をわたしは望んでいるのでしょう？必要なものは何でしょう？わたしにはバプテスマされるべきバプテスマがあります。それが済んでいたなら！それが成し遂げられることをわたしは願います。その時、わたしはこの圧迫、この制約から解放されます。わたしが来た目的が実現されます。ああ、それ――受難のこのバプテスマ、十字架のこのバプテスマ――がすでに成し遂げられていたなら！」。こう彼は思っておられ、こう彼は話しておられます。すでに述べたように、四九から五三節までのこの段落はすべて一つながりのように思われます。私たちはここでこの火の効力を目にします。それはとても恐ろしいです。それは裁きの要素を導入します。聖書の中の火は、多くの場合、この箇所のように、裁きの象徴です。聖書について少しでも知っている人なら、これについて説得する必要は全くありません。


  裁き


  しかし、この「裁き」という言葉の意味を私たちは理解しなければなりません。多くの時、私たちはそれをその諸々の面の一つに、特に最終的な面に限定してしまいます。私たちは「裁きに渡すこと」について話しますが――それによって言わんとしているのは、刑罰に渡すことです――裁きの最終的効力のことです。しかし、裁きという言葉は聖書ではもっと包括的な言葉です。それはまず――火つまり裁きに関する火の観点から明確にわかります――物事を試すこと、物事を検査することです。今、それを証明する聖書の御言葉があなたの心の中に思い浮かんでいるのではないでしょうか？火は検査します。火は試します。火は探り出します。そうではないでしょうか？これが火の第一の効力です。そして、これが裁きの第一の意味です。つまり、すべてを検査すること、試すことです。


  それが済むと、それは区別します。つまり、分けます。それは物事がどの範疇に属するのかを示して、それらをそこに置きます。火にはその効力があります。それは言います、「あれはあの種類に属しており、それはあの種類に属しています。それはあの範疇に、もしくはあの領域に、もしくはあの王国からのものです。これは別のものに属しています」。火は見つけだします。区別して分けます。


  その後、それは最終的に移管します。それは言います、「それはある特定の領域に属することがわかりました。それは指定済みであり、区別済みです。それはあそこに属します。私たちはそれをあそこに置きます」。これが火の最終的効力です。


  これが「裁き」という言葉の内容です。この言葉を用いる時、私たちはこの意味を常に心に留めておく必要があります。今は、そのさらに詳細な適用については考えないことにします。


  神の御言葉が私たちに告げているように、この裁き――それは聖霊来臨と共に臨むことに気をつけてください――十字架によるキリストの解放の効力は、聖霊来臨によって火をまき散らすことでした。言い換えると、キリストの解放の効力は、御霊が火の御霊として来臨されることだったのです。そして、火の御霊である彼の臨在は常に、この三つの意味を持つ裁きと関係しています。聖霊の臨在はこのようなものであり、この効力があります。さて、御言葉を見て、それが働く領域について見ることにしましょう。


  人間関係


  ルカによる福音書のこの十二章では、それが一つの領域で働いています。次のような恐ろしい御言葉が記されています、「あなたたちは、わたしが地上に平和をもたらすために来たと思うのですか？あなたたちに言いますが、違います、むしろ、分裂です」。この言葉は昔の欽定訳では「剣」となっています。分裂！これは恐ろしく聞こえます。これには細心の注意が必要であり、私たちはとても注意深くなければなりません。しかし、彼はさらに進んで、分裂という言葉で何を言わんとしているのかを説明されます。「今から後、一家に五人いたなら分裂して、三人は二人に逆らい、二人は三人に逆らいます」。そして次に、家庭内の分裂の例を挙げられます。ここでは、火は人間関係の領域で働きます。


  さて、ちなみに、ここで直ちに、かつかなり強調して言わせてください。これは、教会内の外面的分裂、キリストにある人々の間の分裂とは、全く関係ありません。そのようなことを主は述べておられるのでも、指摘しておられるのでもありません。彼は全く別の領域で、霊の領域で、考えておられます。この分裂はもっぱら霊的基礎に基づいて生じます。コリント人への第一の手紙にある分裂は、霊的でない信者たちの間にあった別のもののせいでした。しかし、これは本質的・基本的に、霊的な分裂です。


  おそらく、これに関する古典的な絵図・例は、旧約聖書のはじめの部分、レビ人の事例に見られるものです。彼らが荒野に着いた時、どのようにモーセが山に召されたのか、あなたは思い出すでしょう。彼はそこにとても長い間いたので、人々は――これは神の周到な案配だったと思います――彼らの心が実際にはどこにあるのかに関して厳しく検査されました。彼ら自身の権益と神の権益、彼ら自身の目的と神の目的の、どちらを追い求めているのでしょう。彼らの心は主に関するこの問題を思っているのでしょうか、それとも、彼ら自身の満足と喜びに心を注いでいるのでしょうか。モーセが山にいた四十日四十夜のあの試験期間という厳しい検査を彼らは受けました。そして、この検査に打ち負かされました。モーセが降りて来て、宿営での騒ぎを耳にした時、何が起きていたのかはご存じでしょう――子牛があって人々は踊っていたのです。「ああ、イスラエルよ、これがあなたたちをエジプトから連れ出したあなたたちの神である」。


  モーセは宿営の門の所に立って叫びました、「主の側につく者は誰か？」「主の側につく者はだれでも、私の所に来なさい」「すると、レビの子らがみな彼の所に来た。彼は言った、『それぞれ腰に剣を帯びて、行き巡り、それぞれ自分の兄弟、自分の友を殺せ』」。剣、炎のような剣が、人間関係の領域に臨みました。それは心がどこにあるのかを探り出し、心を試します。諸々の動機を識別します。「心の思いと意図」（へブル四・一二）。そして、この人々を彼らが属している区分に置きます。ここではレビ人たちが試験されて勝利のうちにくぐり抜け、永久にご自身の民に関する神の全き純粋な御思いを代表して立ちます。要点はこうです。裁きの、火の、剣の、この働きが、心の動機を探り出すために、人間関係の領域に臨んだのです。


  これはルカ十二章の参考になります。これがまさにそれが意味するところです。家庭、家、家族の中にまで生じる分裂が、心の関係というこの問題に関して、聖霊によって引き起こされます。荒野でのイスラエルの物語を読んでわかるように、この国、この世代の心は、詩篇作者が述べているように、「神に堅く定まっていなかった」（詩篇七八・八ｂ）のです。心の中で彼らはエジプト――エジプトの肉鍋――を慕い求めました。荒野にいる間でさえ、彼らの心はそこに逆戻りしました。そして、その世代は決して良き地に入りませんでした。その心が主と共になかったからです。これは内なる分裂、心の中の分裂の問題です。


  さて、聖霊は常にこのような方法で分裂させる御方です。そうするのが聖霊の御業です。ある意味で――悪い意味ではありません、私の言葉をどう受け止めるのかに注意してください――ある意味で聖霊は分裂の原因です。彼が分裂させる方である領域があります。


  自分の聖書を手に取って、初めに遡ることにしましょう。神の霊が混沌、暗闇、虚空の上を覆われました。聖霊によって、聖霊を通してなされた、最初のことは何だったでしょう？物事を分けること、光と暗闇を分ける過程です。「そして、神は光を暗闇から分けられた。そして、神は光を日、暗闇を夜と呼ばれた」（創世記一・四～五）。そして次に、神は天と地を分けられました。彼は大空の下にある水から大空の上にある水を分けられました（一・七）。両者はあまりにも近すぎたのです。一方は他方の頂の直上にあって、天の雲と地上の水とを判別・識別できませんでした。彼は間に大空――広がり、空間――を設けられました。そしてそれを天と呼ばれました。同じように、彼は乾いた地を水から分離して、「乾いた土地を地と（中略）水を海と呼ばれた」（一・十）。そして、彼が「ご覧になると、それは良かった」。


  さて、旧約聖書の物事には、ご存じのように、新約聖書的な意味があります。これらに対応するものが新創造の中に見いだされます。使徒行伝の書、新創造に関する聖霊の働きの書を見ると、聖霊の活動の結果、始終この分裂が生じていることを見いだします。確かに、これは新約聖書を貫く御霊の御業の特徴だと言えます。光と闇を分けられるのです。裁いて、宣告されるのです。「これは暗闇です――それは一方の領域です。そして、これは光です――これは別の領域です。この両者は決して、正当かつ適切な仕方で、両立することはありえません、共存することもありえません。これらは別のものであり、二つの全く異なる区分に属しています」。神の霊がそうなさったのです。


  これを霊的に解釈すると、その意味がわかります。霊的生活でなんと途方もなく多くのことがこれにかかっていることでしょう！これは次のような形で働きます。すなわち、だれでも――これは試金石です――真に御霊を持っている人は、光に対してとても敏感であり、暗闇に対してとても敏感なのです。彼らは神が設けられたこの大きな分裂をとてもよく知っています。そして、暗闇に属する何かに触れると、自分が暗闇に触れたことがわかります。自分が別の領域に来たことがわかります。これは御霊の御業であり、実にとても重要な御業です。


  他方、御霊を持っている人は、同じように光に対して敏感です。真の光――これについてはすぐに定義することにします――がある時、霊的な男女は直ちにそれに飛びつきます。なぜでしょう？この種の光は冷たい光ではないからです。それは火の光です――生ける光であって、その中にエネルギーがあります。光があっても、それは冷たいかもしれません。偽物の火を手に入れられたとしても、それは冷たいです――電源を入れると、石炭の輝きの偽物が燈るのですが、心理的影響以外に何の違いも生じさせないもののようです！それを見て、おそらくは何かを思い浮かべるかもしれませんが、実際のところ、みな幻想なのです。そのような類の光を手に入れられたとしても、それは偽物であり、人工的であり、偽りです。電源を入れるのと同じくらい速く、電源を切ることができます。しかし、力があるのは火の光ではありません。御霊の光、神の光、キリストの光は、常に生き生きとしていて、力ある光です。御霊を持っているあなたや私が光に触れる時、私たちは心理的・知的に興味を持ち、魅了され、うっとりして、捕らえられるわけではありません。私たちの内側の何かが飛びついて反応するのです。エネルギーに出会ったからです。


  御霊の特徴は、これはこれそれはそれと裁くこと、何がこの領域に属し何があの領域に属するのか裁くこと、そして、それらを隔てることです。ですから、もし暗闇が日や光に臨んだり、光が夜に臨んだりするなら、それはとても異常なことです。それは、全く通常の成り行きではありません。要点がわかったでしょうか？あなた自身の家庭、あなた自身の一家の中に、これらの異なる王国や領域が生じる可能性があるのです。そのような所では交わりは全く不可能です。聖霊ご自身によって生じた分裂がそこにあるからです。多くの人が自分自身の経験からこれを確証・証しすることができます。また、そのために苦しんでいる人もいます。しかし、要点はこうです。聖霊が介入されるとそうなるのであり、主イエスはとても信実で誠実な方なので、そうなることを知らせてくださったのです。それを避けることはできません。それを克服することはできません。それを橋渡しすることはできません。それは痛ましいことですが、それは御霊が何かを行われた印です。私たちが主の民として、神の霊によって隔てられたこれらの異なる領域に、もっと敏感になれたら！御霊の光の中で成長した印は、此処に属するものと彼処に属するものにますます敏感になることです。


  二つの箇所でパウロは「異なる事柄」（ローマ二・十八、ピリピ一・十）という句を使ったことを、あなたは思い出すかもしれません。彼はこれを信者たちに対して話しました。彼はクリスチャンである彼らに、異なる事柄について知らせようとしました。それはコリントに存在していてしかるべき類の真の分裂でした。他方の分裂は偽りの間違った分裂でした。しかし、ここで物事がごちゃ混ぜになってしまったのです。日と夜が全くごちゃ混ぜにされていました。夜に属する物事が「昼の子ら」（一テサロニケ五・五）の間にありました。それなのに、彼らはそれに気づいていませんでした。それでコリント人への第一の手紙は聖霊について――聖霊の真の効力と御業について――これほど多く述べているのです。御霊の生活は霊的に分ける生活であることを、私たちは認識しなければなりません。御霊に支配された生活の行程は、異なる事柄に対して敏感な、識別する行程なのです。


  クリスチャンの働き


  これの次の適用先は、クリスチャンの働きの問題全般です。パウロはこれについてコリント人への第一の手紙の三章で述べています。


  「私に与えられた神の恵みにしたがって、私は賢い建築家のように土台を据えました。そして他の人がその上に建てます。しかし、どのようにその上に建てるのか、各自は注意しなさい。なぜなら、据えられている土台の他に、だれも他の土台を据えることはできないからです。この土台は、イエス・キリストです。しかし、もしだれかがその土台の上に、金、銀、宝石、木、草、刈り株をもって建てるなら、それぞれの人の働きはあらわになります。なぜなら、かの日がそれを明らかにするからです。それは火によって現され、その火自身が、それぞれの人の働きがどんなものであるかを証明するのです。もし、その土台の上に建てた人の働きが残るなら、その人は褒賞を受けます。もし、その人の働きが焼き尽くされるなら、その人は損失を受けます。しかしその人自身は、火をくぐってきたようにではあっても救われます」（一コリント三・十～十五）。


  これと並んでへブル人への手紙からの一節を挙げることにします。


  「その当時、彼の声は地を揺り動かしましたが、今や彼は約束して言われました、『わたしはもう一度、地だけではなく天をも揺り動かす』。『もう一度』というこの言葉は、造られたもの、すなわち揺り動かされるものが取り除かれて、揺り動かされないものが残ることを意味します。こういうわけで、揺り動かされない王国を受けているのですから……」（へブル十二・二六～二八）。


  ここで私たちは生涯の価値――生涯の働き――という領域に入ります。その判別は火によってなされます。この火は「それがどんなものであるか」を試します。思い出してください、これはクリスチャンに宛てたものです。世の人々のように、自分の職業にしたがって、自分の働きをしている人々に宛てられているのではありません。これはクリスチャンに宛てられており、クリスチャンの働きについて述べているのです。キリストは土台であり、この土台の上であなたがなす働きについて述べているのです。パウロはクリスチャンの働きについて、火に耐える領域もあれば――クリスチャンの働きには――煙になって上って行く別の領域もある、と述べています。後者の場合、すべては無駄だったことが証明されます。その働き人はかろうじて天に辿り着きますが、それだけです！たしかに救われるのですが、「火をくぐってきたように」救われるのです。


  これは聖霊がクリスチャンの働きの領域で生じさせられる分裂です。これをすべて要約して、その核心に真に至りたければ、それは結局こういうことです。すなわち、聖霊ご自身によって、聖霊ご自身を通してなされることだけが残り、検査に耐え、「イエス・キリストの出現の時に、賛美と栄光と誉れとなって現れるのです」（一ペテロ一・七）。途方もない量の活動やエネルギー、単一の働きや複数の働きが、クリスチャンたちによってキリストに関連して――少なくとも彼らはそのつもりです――なされたとしても、火に渡されて、煙になって消えていき、さんざん労苦したのに働き人には何も残らないおそれがあるのです。


  これが使徒行伝の中で起きていたことです。この書に目を通して、なされている区別を見てください。確かに、実際に区別がなされています。ああ、なんとこれらのユダヤ主義者たちは労苦したことか！どれほど彼らは苦しんで、海と陸を渡ったことか！このような長旅をするには、かなり大きな代価が必要だったにちがいありません。彼らの活動は遠く広範に及びました。彼らは真剣な人々であるだけでなく、自分と自分の地位について彼らが理解するかぎりにおいては、彼らはいわゆる誠実な人々だった、と結論せざるをえません。これらのユダヤ主義者たち――彼らはパウロが行く所はどこでも追いかけて行き、こうした類のことにまさに自分の命をささげました――とタルソのサウロとの間に、私が見るところ、あまり大きな違いはありません。こういうことを彼はまさに行っていたのであり、彼は彼らの一人だったのです。


  「私は本当に思っていました……」「私は心から思っていました」。「私は率直に思っていました」と言い換えてもかまいません――「ナザレ人のイエスの御名に敵対して、多くの事を行わなければならないと、自ら思っていました」（使徒二六・九）。これは正直な人、誠実な人の言葉です。「私は……しなければならないと、本当に思っていました。私はこれについて熟慮しました。これはたんなる衝動ではありませんでしたし、たんなる狂信でもありませんでした。私は熟考したのです」――パウロは熟考した人でした――「私は……しなければならないと思いました。これは私のなすべきことであると、これをするのは正しいと、自分はこれをするよう召されたと、私の良心は確信していました。それは私にとって良心の問題でした。私は……しなければならないと、本気で思っていたのです」。


  たしかに、これほど徹底的に誠実だったとしても、徹底的に間違っているおそれがなんとあることか！ユダヤ主義者たちがそうでした。しかし、彼らの働きは長続きしませんでした。ここでは御霊の働きが進行しています。進行してきたのであり、依然として進行しています。それは試験、試みにすべて耐えました。それは火を乗り切ります――裁きの火、試験の火を乗り切ります。それは御霊の働きであることを自ら証明しました。それはこの事柄全体に対する鍵であって、きわめて重要であることがわかります――誠実さや、情熱や、良心の確信に基づく行動から発したのではなく――聖霊による統治から発したのです。これが大事なことです！それだけが永続します。


  これはみなクリスチャンの働きの領域にも言えます。おそらく、あなたはさしあたって、ユダヤ主義者たちをあまり気にしてこなかったかもしれません。しかし、ご存じのとおり、あなたは彼らにかなり譲歩せざるをえませんでした。これらのユダヤ主義者たちは反キリスト教ではありませんでした。彼らが真に欲していたのはユダヤ的キリスト教でした――ユダヤ的複合体を伴うキリスト教でした。キリスト教がユダヤの体制、ユダヤの模範に同化しさえすれば、彼らにはキリスト教を受け入れる用意がありました。今はそれについて議論するつもりはありませんが、そうであることを示す多くの証拠を示すこともできます。それは御霊の働きではないことを、パウロはコリント人への彼の手紙で示しています。それは大いに異なっています。


  クリスチャンの証し


  次なる思索は私たちをクリスチャンの証しの領域に導きます。クリスチャンの証しの領域に働く火に導きます。とても有名な節に向かうことにします。


  「しかし神に感謝します。この方はいつも私たちを、キリストにあって勝利の中で導き、彼を知る知識の香りを、至る所で私たちを通して現わされます。というのは、私たちは救われつつある者の中でも、滅びつつある者の中でも、神に対するキリストの香ばしいかおりだからです。ある者には死から死へと至らせる香りであり、ある者には命から命へと至らせる香りです」（二コリント二・十四～十六）。


  ここに火の分ける効力が示されています。この絵図、この背景はご存じでしょう。パウロの念頭にあるのはローマの行進に関してです。凱旋将軍が自分の行列で捕虜たちを率いて、あちこちで戦勝を祝います。そのような場所ではどこでも、祭壇が設けられ、火が燈され、炎が燃え上がり、香が大気を満たし、そしてこれにより効果が倍増しました。そこには殺されようとしている者たちがいて、その場所で殺されることになっていました。そこでいけにえにされることになっていました。殺されない者たちもいました。彼らはその火をやり過ごして進み続けます。彼らは救われます。この背景は、ご覧のように、とても鮮明です。この火が区別・決定します。


  しかし、パウロは言います。これは、私たちが方々に動く時、私たちの生活や務めにより聖霊が及ぼされる二重の効力である、と。どこでも毎回、何かが起きます。二つのことの一方もしくは両方が、どの場所でも起きます。一方において、光を拒む人たち、勝利の主に対して執拗に戦う人たち、聖霊に抵抗する人たちは、罪に定められます。彼らは自分たちが属する区分――罪に定められた者――の中に入れられます。他方において、信じる人たち、受け入れる人たちは、この同じ聖霊によって、自由の中にもたらされます。彼らは試練の火に合格して、命の中で進み続けます。「ある者には死から死へと至らせる香りであり、ある者には命から命へと至らせる香りです」。


  さて、要点はこうです。これが私たちの務めや私たちの証しによる聖霊の効力である、とパウロは述べているのです。言い換えると、聖霊は決して物事をそのまま放置されないのです。聖霊の臨在は常に、何らかの転機や判決をもたらします。聖霊が臨在して語られるとき、私たちはその後、前と同じままではいられません。何かが起きました。私たちはますます頑なになるか、ますます柔軟になるかのいずれかです。ますます罪に定められるか、ますます救われるかのいずれかです。聖霊の臨在の中で、何かが起きます。火が裁きのこの働きをなすのです。


  これが、主イエスが「地上に火を投じる」ことについて話された時に、言わんとされたことです。この火は何をするのでしょう？この分裂を生じさせるのです。この裁きをもたらすのです。物事や人々や彼らの運命を決めるのです。これが歴史上いかに真実であるのか、私たちは知っています。これが聖霊の効力です。しかし、この特別な文脈で私が強調したいのは次のことです。もしあなたや私が真に御霊によって統治されていて、御霊によって満たされている男女なら、私たちの存在と私たちがこの道を通ることにより、物事を以前とは違ったものにする効力を及ぼすのです。これが、もちろん、務めの目的です。「神に感謝します。この方は私を、ご自身の勝利を祝うために、方々に導いてくださいます」。その効力は一方か他方かのいずれかです。それ以降、物事は以前と同じままではありません。聖霊の務めはそうでなければなりません。何かを生み出さなければなりません。何らかの効力を及ぼさなければなりません。違いを生じさせなければなりません。そして、事実そうなのです！こうするのです！


  区別する火


  火が地に投じられます。この使徒行伝を読み進んでいくと、こうしたことがすべて起きるのを見ます。こうしたことが常に起きています。この火がそれをなしています。この火が探り出し、試し、区別し、追いやっています。この物語の結末として、二つの領域が分けられ、それらが何であって何に属しているのかが示されます。


  この霊的区別の問題に関して、もちろん、もっとたくさん述べることもできます。異なる区分に属する物事について、この本質的な霊的相違について、もっとたくさん述べることもできます。しかし、次のように述べればすべて要約できると思います。すなわち、私たちが聖霊によって真に治められるとき、私たちはみな一つの区分に属することになるのです。これが要点です。私たちが生きる、多くの異なる区分や領域が生じるわけではありません。二つはないでしょう――ただ一つだけでしょう。聖霊は一つの区分に属する民を得ようとしておられます。それは彼ご自身によって全く治められ、導かれている民です。もし何かのことで「私は根本的にあなたに反対します」と言うなら、私たちの内の一人は御霊の中にいないことになります。どこが間違っているのかを見つけ出すのは、私たち次第です。なぜなら、聖霊は根本的に二心ではないからです。彼には決してそんなことはありえません。御霊の中に真にあることは、繰り返すと、一つの区分、一つの種類に属することを意味します。


  ですから使徒は、精神の一つ、心の一つ、霊の一つ、「みなが一つのことを語る」（一コリント一・十）このことについて、これらの教会に多く書き送ったのです。彼はこれを再度述べ、これを再度求め、このために嘆願しました（ピリピ一・二七、四・二参照）。ですから、これは可能です。これらすべての問題や困難の解決策は、御霊にある生活です。そしてこれは、もちろん、十字架に基づきます。そこで私たちはすべてを主に明け渡す無限の能力を見いだします。他のことはみな忘れたとしても、このことは覚えておこうではありませんか。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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